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論文内容の要旨

本論文は気泡分散型多段気液反応装置の合理的な設計法を確立することを目的とした研究であり、

緒論、本文 3 章および総括から成っている。

緒論では、多段気液反応装置の工業反応装置としての重要性を述べ、既往の研究の問題点を要約す

るとともに、本研究の目的およびその意義を明らかにした。

第 1 章では、気泡分散型気液反応装置の流動特性を扱った。このような装置においては、操作条件

の変化によって気泡流動、細胞状泡沫流動、気泡撹乱流動などの現象が生じ、これら流動状態はガス

ホールドアップの空塔ガス流速に対する依存性および気泡累積層の挙動から判別できることを明らか

にした。その結果に基づいて各流動状態の現われる操作範囲を線図の形で表わした。さらに、ガスホ

ールドアップと操作変数との関係を各流動領域ごとに実験式の形で整理した。

第 2 章では、物質移動特性について検討した。反応吸収法によって測定した有効気泡径および物質

移動係数が先に得られた流動状態と密接な関係にあることを実験的に明らかにし、これらを各流動状

態ごとに整理して、相関式あるいは相関図を得た。

第 3 章では、反応吸収理論に準拠して、多段気液反応装置の設計法を検討した。反応ガス成分の液

相への吸収速度が気液両相の反応成分濃度の複雑な関数となるため、設計式を解くためには、一般に

所要段数の回数だけの試算が必要である。この試算の過程をできるかぎり簡略化するために、気液両

相の反応成分の物質収支から得られる操作線を利用して設計式を解く階段作図による解法を提出した。

また、瞬間反応の場合には解析解を得た。

総括では、以上 3 章で得られた成果をまとめ、本研究の結論を述べた。
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論文の審査結果の要旨

本論文は、気泡分散型気液接触装置の流動および物質移動特性を明らかにし、多段気液反応装置の

合理的な設計法を提出したものである。気泡分散型気液接触装置における気泡流動、細胞状泡沫流動

気泡撹乱流動などの生成過程を検討して各流動状態の操作範囲を線図の形でまとめ、気液の流動状態

を統一的に説明している。またガスホールドアップ、有効気泡径、物質移動係数が流動状態と密接な

関係にあることを明かにし、これらを各流動領域ごとに整理している。これらの研究成果は気液接触

装置の設計に対する基礎資料を与えるもので、その意義は大きい。さらに、反応吸収理論に準拠して

多段気液反応装置の設計法を検討し、階段作図による解法および解析解に基づく設計法を提出してお

り、これら設計法は工業的にも大いに貢献するものと認められる。

よって本論文は博士論文として価値あるものと判断される。
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